
１ すすんで 親切をつくし 愛情ゆたかなまちを つくりましょう

とどけよう 明るいあいさつ 感謝のことば
２ すすんで 健康にこころがけ 明朗で活気あるまちを つくりましょう

みんな仲よく健康で 心も体もすこやかに
３ すすんで くふうをこらし 清潔で美しいまちを つくりましょう

とりくもう わが家とまちの 美化運動

４ すすんで きまりを守り 安全で住みよいまちを つくりましょう
まなびあおう 家族の防犯 地域の防災

５ すすんで 教育を重んじ 清新な文化のまちを つくりましょう
わがまちふくい まなんで知って 誇りを持とう

今年度 育成会との繋がりで子育て支援委員会に参加させていただいております。

子育て支援委員会の会議は、行事関連の事だけではなく子育てという視点から、話し合う

場でもあります。

その話し合いの中で、読み聞かせや紙芝居の話しになった時に、子供の頃に読んでもらった

お話や紙芝居について思い出すと、温かさや、優しさに包まれているというか、そんな感じになる

のは確かに不思議です。 数年前に初めて のまりんの紙芝居に出会い、子供の頃の自分を

思い出した私は、軽い気持ちでわが家でも紙芝居をやってみる事にしました。子供達と図書館に

行き、子供達に紙芝居を選ばせました。いざ家でやろうとしたところ、子供たちが紙芝居に期待

して、楽しそうに紙芝居会場を作り始め、おじいちゃん、おばあちゃんの席も用意したりしました。

楽しそうに紙芝居を待つ子供達の姿を見ていた私は、逆に心温められました。

読み聞かせや紙芝居の効果 効能とか難しい事は私には説明できません。

私なりに言えるとすれば、紙芝居で感じる温かさは、人間の手作りに似た、読み手の「心作り」

から与えられる物ではないかと思います。

心で作られた物は、心に届く。だから心が元気になる。心の栄養補給でしょうか。

これはテレビやゲーム、パソコンでは感じる事は難しいでしょう。

なぜなら、私達は人間だからではないでしょうか。

今年ものまりんの紙芝居で 皆さんも一緒に心の栄養補給 楽しみませんか。

１１月２２日（土）

夏休み中の子ども達が「防災センター」の見学に出かけました。

防災センターでは、〔地震の体験 （震度７）〕 ・ 〔暴風 （風速20メートル）

の体験〕をしました。

一乗公民館で、朝倉氏遺跡保存協会の岸田会長より「朝倉氏」について

講演を聴きました。とても、わかりやすい内容で、もう少し聞いていたかった

です。

ふれあい交流館に移動して、「朝倉膳」をいただき

ました。

9月9日は「救急の日」
市民のみなさんに救急車の適正利用のお願い

福井市の救急車の利用は年々高まり、最寄りの救急車が出場できな

いことも少なくありません。

緊急性の高い患者さんを少しでも早く病院へ搬送できるように救急

車の利用にご協力ください。

『救急車で行けば優先して病院が診てくれる』、『救急車の方が

早くて、便利』などの理由で、安易に救急車を利用しないことが、

市民のみなさんの安全、安心につながります。

福井市南消防署

夏休み最後の日に、茶道体験をしました。

下六条町の松島亜希子さん ・森みないさんに

お茶の入れ方、運び方、お菓子の食べ方を指導

していただきました。

おじぎの仕方、畳のへりは踏まないなど和室での作法も教えていただ

きました。


